
第３学年 数学科学習指導案

日 時：平成 17 年 10 月５日 (金 )
学 級：

授業者：

１ 単元名

「相似な図形」

２ 単元設定の理由

(1)生徒観

この学級は、授業への取り組みは積極的であるが、全体的におとなしく、学習

内容を理解している生徒でも発言・発表が少ない。また、準備テストの結果から、

学級において習熟の差が大きいと思われる。また、比の性質は全体的に理解が不

十分であるので、指導していきたいと考える。

これらを解決するためにも TT が有効であると考える。習熟の遅い生徒には個

別に声がけをし、理解を深めさせていきたい。

(2)教材観

第２学年では「平行と合同」を学習し、三角形の合同条件を用いて、三角形や

平行四辺形の基本的な性質を理論的に確かめることを学習している。この単元で

は、三角形の相似条件を用いて、三角形や平行線と比に関する図形の性質を中心

に論理的に確かめ、数学的な推論のしかたの理解を深めることがねらいとされて

いる。これらを受けて、相似の考えを理解するとともに三角形の相似条件を利用

して論理的に確かめる力をつけさせていきたいと考える。

(3)指導観

数学を苦手に感じている生徒も多く、特に図形の証明問題に苦手意識をもって

いる。この単元では、相似な図形の性質を知識として学習し、それをもとに図形

の性質を論理的に考える手順を確認し大切に指導していきたいと考える。

３ 単元目標

1 節 相似な図形

〈数学への関心・意欲・態度〉

(1)拡大図、縮図が身のまわりで利用されていることに関心をもち、そのよさを

考えようとする。

(2)2 つの三角形が相似になるための条件があるかどうかに関心をもち、それを

調べようとする。

(3)実測できない高さや距離などを求めるのに相似の考えが利用できることに

気づき、相似の考えを活用しようとする。

〈数学的な見方・考え方〉  
(1) 三角形の辺や角の関係について調べ、三角形の相似条件を見いだすことがで

きる。

(2) 三角形の相似条件を利用して図形の性質を考察し、それを証明することがで

きる。

〈数学的な表現・処理〉

(1)拡大図や縮図をかくことができる。

(2)相似な図形で、対応する辺や角の大きさを求めたりすることができる。

(3)三角形の相似条件を用いて、相似な三角形を見いだすことができる。

(4)直接に求められない高さや距離などを、相似を利用して求めることができる。 
〈数学、図形などについての知識・理解〉

(1) 相似の意味、相似な図形の性質を理解する。

(2) 三角形の相似条件を理解する。



２節 平行線と比  
〈数学への関心・意欲・態度〉

(1) 平行線と線分の比に関心をもち、それを平行線の性質や三角形の相似条件を

もとに調べようとする。

〈数学的な見方・考え方〉  
(1) 平行線と線分の比について、観察、操作や実験などを通して性質を見いだし、

それを演繹的な方法で確かめることができる。

(2) 三角形と比の性質、中点連結定理、平行線と比の性質を使って、図形の性質

を考察し、それを証明することができる。

(3) 三角形と比の性質、中点連結定理、平行線と比の性質を、相互に関連づけて

とらえることができる。

〈数学的な表現・処理〉

(1) 三角形と比の性質、中点連結定理、平行線と比の性質を証明することができ、

それらを利用して、いろいろな線分の長さを求めることができる。

〈数学、図形などについての知識・理解〉

(1) 三角形と比の性質、中点連結定理、平行線と比の性質を理解する。

４ 指導計画（総時数 18 時間）

〈１節 相似な図形〉

(1)相似な図形 ・・・４時間 (本時３ /４時間 )
(2)三角形の相似条件 ・・・2.5 時間

(5)基本の問題 ・・・0.5 時間

〈２節 平行線と比〉  
(1)三角形と比 ・・・４時間

(2)平行線と比 ・・・1.5 時間

(4)基本の問題 ・・・0.5 時間

章の問題 ・・・１時間

５ 評価規準 別紙参照

６ 本時について

(1)主 題 「比の性質を利用して、相似な図形の辺の長さを求めてみよう。」  
(2)目 標 相似な図形の性質を意欲的に活用しようとすることができる。

(意欲・関心・態度 )
相似比の意味を理解する。 (知識・理解 )
比の性質を理解し、それを利用して相似な図形の未知の辺の長さを

求めることができる。 (表現・処理 )
(3)指導の構想

本時では、相似な図形において対応する辺の比が等しいことを利用し、未知の

辺の長さを求めることができるように、個別に声がけをし、指導していきたい。



(4)具体の評価基準

Ａ 十分満足 Ｂ 概ね満足
Ｃ 努力を要する生徒への手

立て  

関
心･

意
欲･

態
度

相 似 な 図 形 の 性

質を意 欲的 に活用

しようとし、場面に

あわせ て 活 用 する

ことができる。

相 似 な 図 形 の 性

質 を 意 欲 的 に 活 用

し よ う と す る こ と

ができる。

相似な図形の性質を活用で

きるように

知
識
・
理
解

相 似 比 の 意 味 を

十分に 理解 するこ

とができる。

相 似 比 の 意 味 を 理

解する。

対応する辺について確認さ

せ、辺の比が相似比になって

いることを指導する。

表
現
・
処
理

比の 性質 を理解

し、それを利用して

より 複 雑 な 相似 な

図形 の 辺の 長さを

求める こと ができ

る。  

比 の 性 質 を 理 解

し、それを利用して

相 似 な 図 形 の 未 知

の 辺 の 長 さ を 求 め

ることができる。

比の計算を確認し、対応す

る辺の比が等しいことを利用

して相似な図形の辺の比を求

めるように指導する。



７ 本時の展開

段

階
学習過程 生徒の活動 教師の指導・支援

評価・備考

○＝評価

導

入

１
０
分

１既習事項

の確認

２問題提示

３課題設定

１既習事項の確認を

する。

・合同な図形

・相似な図形

・合同な図形と相似な

図形の相違点と共通

点を把握する。

２相似比についてま

とめる

３本時の課題を設定

する

・合同な図形と相似な図形

を提示する。 (T1) 
・合同な図形と相似な図形

の相違点と共通点を示す。

(T1) 
 

・相似比についてまとめる。

(T1) 
・ 合 同 な 図 形 の 相 似 比 は

１：１であることも確認す

る。 (T1) 
・相似な図形の相似比につ

いて確認し、課題を提示す

る。  

〇 ( 意 欲 関

心態度 )
既習事項に

ついて積極

的に発言す

る。  
・机間指導

を 行 う 。

(T2) 
〇 (知識・理

解 )
相似比を理

解する。

展

開

３
０
分

４課題解決

５まとめ

６定着問題

４課題解決の見通し

をもつ。

・比の性質を利用して

辺の長さを求める。

△ABC∽△PQR に

おいて辺の長さを

求める。

四角形 ABCD∽四

角形 EFGH におい

て辺 の長 さを求め

る。  
５長さを求める方法

を確認し、まとめる。

６問題を解く。  

・対応する辺の比が等しい

ことを利用して相似比から

辺の長さを求める方法を考

える。 (T1T2) 
 

・三角形の場合（問題）(T1)
比 の 性 質 に つ い て 確 認 す

る。  
・四角形の場合（問題）(T1)
比 の 性 質 に つ い て 確 認 す

る。  
長さを求める方法を確認す

る。 (T1) 
 

問題を確認し、定着をはか

る。 (T1T2) 

・予想でき

ない生徒

には、声

がけをす

る。  
〇 (表現・処

理 )
比の性質を

用いて辺の

長さを求め

ることがで

きる。

・習熟の遅

い生徒に声

が け を す

る。  

ま
と
め
１
０
分

７本時のま

とめ

８次時への

予告

７本時の学習でわか

ったことをまとめる。

８次時の学習内容を

確認する。

学習した内容を確認し、ま

とめる。 (T1T2) 
 
次 時 の 学 習 内 容 を 知 ら せ

る。  
(T1) 
 

相似な図形における未知の辺の長さを

求めてみよう。

相似な図形の対応する部分の長さを求

めるには、対応する辺の比は等しいこと

を利用して求める。


